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は  し が  き

東円寺跡は熊取町役場周辺 に位置す る遺跡で、平安末期 に建立 さ

れたと伝わ る寺院跡 とそれを支えた経済基盤である生産集落の遺跡

です。

近年開発の増加 に伴 って、遺跡内での発掘が行われる機会が多 く

なって きてお ります。

今回 も、記録保存を行 う為に、開発申請者の方の ご理解を得て、

発掘調査を実施いた しま した。

本書 は平成 2年 に実施 された ビルの建築 に伴 う調査についてまと

めて発刊 した ものであ りますが、た とえわずかな りで も文化財保護

に寄与で きるもの と確信 してお ります。

文末 とな りま したが、現地での調査並びに本書の作成 にご尽力い

ただいた方 々、並びに関係各位 に対 し深 く感謝の意を表 します。

平成 3年 3月

熊 取 町 教 育 委 員 会

教育長  山 中 長 正



例 口

1.本書 は、熊取町教育委員会が受託事業 と して実施 した有限会社

美輝の ビル建築 に伴 う発掘調査の概要報告書である。

2.調 査及び整理 に要 した費用は、すべて調査原因者である有限会

社美輝の負担 によるものである。

3.調 査 は熊取町教育委員会発掘調査嘱託員井 田匡を担当者 として、

東円寺跡 89年 -4区 の調査 については、平成元年 H月 24日 に着手

し、同年 12月 10日 に終了 した。

4.調 査の実施 と整理作業 にあた っては、池辺吉也、義本哲司、安

福佳代、辻本栄子、杉本 由貴子、宅野京子の諸氏の参加を得た。

また、有限会社美輝・ 関西航測株式会社・ 竹 口文化財土木工業所

並びに関係各位 よ り多大 な協力を得た明記 して感謝の意を表 した

い 。

5.本 書 中の標高は、東京湾平均海水面を基準 とし、方位 について

は、地図以外 は磁北を示す もの と した。

6.本 書の執筆・編集は井 田がお こな った。
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東円寺跡発掘調査概要・Ⅵ

第 1 二早 調 査 の 沿 革

第 1節  調査に至る経過

大阪府泉南郡熊取町大字五門 1065

-4番 地において、有限会社美輝が ビ

ルの建築を計画 し、同社取締役楠本充

美氏よ り平成元年 11月 13日 付で文

化庁長官宛の発掘届 出書 と熊取町教育

委員会教育長宛の埋蔵文化財包蔵地の

存在確認調査に伴 う技師派遣依頼が提

出された。

これを受けて熊取町教育委員会で は、

申請者 と遺跡の取 り扱 いについて協議

ン
万 ～

第 1図 熊取町の位置

を実施 し、遺跡の重要性 に鑑み調査す ることで合意 した。

調査 は、建物の基礎工事 によって遺構が破壊 され ることなどか ら全面の発掘

を実施す ることと し、調査区名を東円寺跡 89年 -4区 と呼称す ることとした。

さらに、熊取町大字野田 2235-1番 地 において も、駐車場の造成を計画

し、平成 2年 3月 6日 付で文化庁長官宛の発掘届 出書 と熊取町教育委員会教育

長宛の埋蔵文化財包蔵地の存在確認調査 に伴 う技師派遣依頼が提 出された。

これを受けて熊取町教育委員会で は、申請者 と遺跡の取 り扱 いについて協議

を実施 し、遺跡の存否を確認するために試掘調査を実施す ることで合意 した。

東円寺跡 90年 -1区 の試掘調査は、調査申請地 内に幅 lmの トレンチを十字 に

設定 し、人力によ り実施 した。以上が調査に至 る経過であ る。

第 2節  遺跡の位置 と環境

今回の調査地 は熊取町役場の町道野田泉佐野線で画 された南側 に位置 してお

り、調査地の小字名は豊寺 (と よ じ)で東円寺 (跡 )に 関係す ると考え られ る

＼

、
ノ

ｆ

ｒ
′

ィ

ノ

／

ι

，

／

ヽ
．
、

‐

ノ

，

∫

力
　
　
　
　
　
　
大
　
阪

府

大
　
阪

/ジ

つ

ι
ヽ，ヽ

ヽ

ヽ
　
　
　
　
♪ヽ

」

デヽ
イ
ヽ
、
プ

〈ヽ

，

、

食罪kィ

-1-



小字を有す る土地である。地形的には丘陵の縁辺 と中位段丘の接点であ り、 T

P+36m前 後 に位置す る。

東円寺跡の南側を東か ら西に大井 出川 (住吉川 )が流れているが、流域で は

ここ数年 の間 に開発の事前調査 によ り遺跡が新規発見 されて いる。現在南北

350m、 東西 750mに 及ぶ範囲を東円寺跡 と呼称 しているが、調査が更 に

実施 されて、資料が蓄積 され るに従 って、寺院のあ った場所を東円寺跡 と し、

寺院 と直接関係す る範囲を東円寺遺跡 と してそのほかの範囲は別途の遺跡 とす

ることが望 ま しいと思われ るがそれは今後の課題である。

第 2章 東円寺跡89年 -4区 090年 -1区の概要

第 1節  調査の概要

調査を実施 した地点 は小字名で は豊寺 (と よ じ)で あることか ら、東円寺跡

に関係す る小字名である。現状 は宅地で当該地の南側 30mで かな り急に標高

を下げる地形である。
,~~  '  |  .  、 4″ ′

調査区位置図
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第 3図  東円寺跡89年 -4区 平面図
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検出 した主 な遺構 は溝が一条、建物跡を 1基検 出 したほか柱穴 (杭穴 ?)も

多数検 出 している。 出土遺物の量 は非常 に僅少であ ったが、須恵器、土師器、

瓦器が 出土 している。

当該地 においては、狭小な範囲の調査ではあるが、比較的効率よ く遺構を検

出で きた。 しか し、東円寺 (跡 )に 関係す ると見 られ る遺構 は、 ここで も検出

されていない。 当該地では遺構の掘 り方が総 じて浅 く、 これは東円寺跡でいま

まで調査 したい くつかの調査区 と同 じ状況で、削平を うけていることを想定 さ

せ る。後 に調査を実施 した東円寺跡 90年 -1区 で も同 じ状況であ った。

第 2節  検出遺構

①  SB-1

SB-1は 、今回の調査で唯一検 出された建物跡で規模 は梁間 2間 で桁行 2

間を測 る。柱 間 は 2.3m～ 2. 7mを 測 る。建物の 中心軸 は磁北 よ り西へ

40° 振 っている。

②  SD-1

SD-1は 、幅 6 5cm前 後で深 さ 1 5cmの 近世の溝である。遺構覆土 は、褐

灰色粘質土で出土遺物 としては瓦器、東播系 こねばちなどが破片で出土 してい

る。

③  その他

その他 に柱穴 (杭穴 )、 土墳 などが多数検出されたが、 これ らの遺構か ら遺

物 は出土 しなか った。 また、遺構の性格 は判然 としない。

第 3節  出土遺物

出土遺物は、いずれ も細片で図示 し得 るものはない。破片数に して約 20点

ほどの遺物片が 出土 した。出土 しているのは須恵器、土師器、瓦器、東播系 こ

ねばち、瓦質の場、近世磁器、瓦片などである。
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